
粘質ほ場に1/500傾斜を付けて排水性を高める

粘質土（排水不良）のキャベツほ場に，レーザーレベラーを使用して1/500（0.2％）
の緩やかな傾斜を付け地表排水を促すことで，キャベツの湿害を軽減し収量を増
加できる技術を開発しました。

2017 広島県立総合技術研究所 農業技術センター 生産環境研究部

長さ 50m

高さ

10cm

降った雨が地表面に沿っ
て低い方に流れる

効果
作土に浸透す
る水量が減少

効果 地下水位は速やかに，大幅に下がる

1/500傾斜とは？ 長さ50mであれば10cmと緩やかな高低差

下層土

作土

緩傾斜を付けることで・・・

写真1 レーザーレベラーでの緩傾斜施工

省力・高精度・傾斜が長期維持

表1 春作キャベツの生育および収量(2016)

湿害軽減 収量増加

均　平 31.4 1.24 a (100) 3.41 (100)

緩傾斜 9.1 1.52 b (123) 5.54 (162)

　品種：YR春空　栽培様式：平畝栽培  収量調査日：6月30日

　湿害株：外葉の萎れ，根腐れ等が認められたもの

　調製重：t検定により，同一列の異なる符号間には5％で有意差あり
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図2 降雨量と地下水位の経時変化【2016年6月】
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図1 降雨量と作土水分の経時変化【2016年6月】
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